
発明の名称：
デブロモラウリンテロールからなる香料

機 1ページ

利用・用途・応用分野

空冷式冷房装置、排熱抑制装置、室外機

目的・課題 解決ポイント

室内の空気を冷却する室内機と熱風
を排出する室外機を備えた空冷式冷
房装置の排熱に係る状況に鑑みなさ
れたもので、安価に且つ容易に実用
し得る空冷式冷房装置の運転に基
づく大気への熱負荷を、効果的に軽
減できる空冷式冷房装置の排熱抑
制装置と、それを用いた空冷式冷房
システムを提供することを目的とする。
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無料開放特許

水の通路部を、多孔質の保水部に水を供給
するための供給穴を管壁に複数有する導管
とした蒸発管の構成を示す概念図

発明の名称：空冷式冷房装置の
排熱抑制装置とそれを用いた空冷式冷房システム

庭石に用いる大谷石の廃材を主原料
とするセラミックタイルを用いることで
安価に、且つ、透水性と毛細管的特性
を兼備しているセラミックタイルの特性
を利用することで、容易に冷房装置の
作製を可能とする。

研究に用いた保水性建材であるセラミック
タイルは、その内部に10ミクロン程度の
空隙を多数有し、透水性と毛細管的特性
を兼備している。一旦水を含むと長時間に
わたり保水し続け、保水状態で加熱される
と水分を蒸発し、気化潜熱により建材の
温度上昇を抑えると共に、周囲の空気から
熱を奪い冷気を発生させる。水分蒸発に
よって水分が抜けた表面近くの部分には、
毛管現象により建材内部の水が再配分
される。本発明は 、都市域で生じている
ヒートアイランド問題の解決に貢献できる
ものであって、その産業上の利用価値は
極めて大きい。


